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＜様式－１の記入方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

箇所番号は、調査箇所（所在地）で、斜
面を区分したいときに使う。 

調査日時は、調査開始日時を記す。 

緯度・経度は、GPS機能付きカメ
ラや携帯アプリからでも取得する
こともできる。 

被災報告がある場合は状況把握
をしやすくするため、予め記入し
ておくとよい。 

幅や長さ、高さ、勾配は、大まか
な規模が把握できる程度で記入
（計測しにくければ目測も可）。 

災害発生域・土砂流出域は、それ
ぞれで分布する保全対象や土地
利用状況を選択する。土砂流出域
では、土砂等が流出していない場
合でも保全対象を明確にするため
下流の状況で判断する。 

地質は、見た目で判断してよい
が、ハンマーなどあれば叩いたり
して確認するしてもよい 

状況は、確認事項に関連した特筆
すべき点を記入する。結果が”有”
とした場合は、状況について極力
記入するようにする。 

調査箇所は、区域等指定されていればそれらを
使うが住所でもよい。 

災害形態は基本的に’土石流’’地
すべり’’崩壊’から選択する。 

斜面分類は、植生等でよくわから
ない場合もあるので注意。分から
なければ不明でもよい。 

結果は、確認項目に記されている
事象があれば”有”、見られなけ
れば”無”に〇を記入する。調査
時に確認した結果で判断してよ
い。 

調査者所見は、災害規模や被害
状況等を具体的に記載する。ま
た、現状のままでは、被害が拡大
する恐れがあるような場合に、そ
の状況や対応策の提案など気が
付いた点を自由に記入してよい。 
また、今回の調査で状況がよく

確認できなかったときは、その状
況を記載する。 
調査箇所について聞き取りなど

ができたら、その情報も記載す
る。 

緊急度は、現地調査結果を踏まえて、３つの区分で判断する。「A」については、避難を含む緊急対応等が必要な場合に該当するものである。「B」
は、例えば現状で被害がまだないが、明瞭な斜面変状が確認され将来的に危険な状況が生じそうな場合も含まれる。「C」は変状があるが極小規
模で周囲に影響を及ぼさない場合や、まったく被害が生じておらず、安全性について問題ない場合などが該当する。 
緊急度は、次の対応を判断する上での一つの目安として利用することが期待される。ただし、調査員によって判断が分かれる場合もあるため、現
地写真やその他の記録を十分揃えておくことが望ましい。 
なお、緊急度判定不能の場合として、「現地は確認したが判断が困難」、「現地を詳しく確認できない」、「その他」のどれかを選択することもでき
る。このような場合があれば、緊急度は判断せずその理由・状況等をコメントとして記載する。 
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＜様式－２の記入方法＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

調査位置図は、具体的な調査箇所
を明示したり、調査箇所へ行くため
のルートを示したり、写真撮影位置
や変状位置を示したりするのに用い
る。極力目的に合った縮尺のものを
用意する。 

写真は、斜面災害の状況や周辺の
被害状況などを撮影して貼付する。
写真はできる限り規模が分かるよう
に、赤白ポールやコンベックスなど
スケールとなるものを一緒に写し込
んでおくことが望ましい。また、変状
箇所ごとに状況が分かるように撮影
しておく。 

スケッチ等は、現地の状況を分かり
やすいように説明するために記載
するものであるが、写真で状況が分
かれば、あえてスケッチをとる必要
はない。 

様式-2は「調査位置図」や斜面災害状況や被害状況などの「写真」「スケッチ」等を貼り付けるための
様式である。その他、施設の構造図等を貼り付けて、変状位置図等としたり、自由に使うことができる。
また、写真等多く撮影した場合には、この様式を追加してもよい。 
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